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「キャンパスマスタープラン２０１９」によせて 

昭和 38年創立時は，校舎もなく，当時のトヨタ自動車工業株式会社本社工場敷地内にあっ

た施設を仮校舎とし，旧豊田市役所を仮学生寮としてスタートした豊田工業高等専門学校は

平成 25年に創立 50 周年を迎えました。その翌年の，平成 26年に 30年後の姿を想像しなが

ら，今後の施設整備の核となる「キャンパスマスタープラン 2014」を策定し，平成 30 年度

には，改訂版の「キャンパスマスタープラン 2018」を策定いたしました。 

創設当初から 56年を経た今，主立った建物の改修はほぼ完成し，各部屋の内装は見違える

ように綺麗になりました。平成 29年度には女子学生寮（大志寮）の改修工事も実施され，女

子学生の学寮への入居待ちを解消するに至っています。さらに，令和元年度には，創造工房

棟が新築され，教育・研究の充実が図られます。その一方で，残された老朽化施設や国際寮，

男子学生寮の改修，ライフラインの維持に必要な給排水設備の耐震化など，まだまだ課題を

抱えている現状があります。また，時代の進化は著しく，ものづくり教育の一層の強化に加

え，情報化社会やグローバル化に対応した教育施設の充実も求められています。大きな災害

に備えた施設のレジリエンス化もあらたな課題の一つです。 

このような状況の中で，文部科学省が策定した第４次国立大学法人等施設整備５か年計画

に基づき，平成 28年(2016)には，国立高専機構５か年計画が策定されました。さらに，平成

30 年（2018）には，国立高等専門学校機構インフラ長寿命化計画（個別施設計画）2018が策

定されました。これらの計画により，限られた財源の中でも耐用年数を大幅に超えたインフ

ラ設備の更新等により高効率化を実施し，コスト削減を図り，削減により生み出された財源

を新たな設備改修等に充当するなど，機構本部と各高専が連携を強化していくことが益々重

要となっています。 

これらの経過を踏まえ，今年度から始まった第４期中期目標・中期計画に対応するため，

Ｋｏｓｅｎ4.0イニシアティブ事業（地域への貢献：産・官・学・金・民の連携による「コト

づくり人材」育成事業の展開）を基に，地域社会や産業界からの熱い期待に応えるとともに，

「KOSEN」の国際化を視野に入れた施設整備の核となるよう「キャンパスマスタープラン 2018」

を改訂し「キャンパスマスタープラン 2019」を策定いたしました。このマスタープランをも

とに「未来を拓く豊田高専」にふさわしい施設整備を今後も推進して参ります。                                       

              豊田工業高等専門学校 

        校長 田川 智彦    

  

巻頭言 
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□ １-１ 豊田工業高等専門学校の概要 

 

（１）豊田高専の概要 

豊田工業高等専門学校は，昭和 38年 4月に機械工学科，電気工学科及び建築学科の３学

科を専門学科とする国立の５年制高等教育機関として設置された。昭和 43 年 4 月に土木

工学科が，昭和 62年 4月に情報工学科が増設され 5つの専門学科を持つ学校として整備・

拡充された。 

さらに，社会の進捗や変革に見合った教育課程の改革を行うために，平成 5 年 4 月に土

木工学科が環境都市工学科に，平成 11年 4 月に電気工学科が電気・電子システム工学科に

改組された。 

また，平成 6 年 4月には学士の学位取得が可能な修業年限 2年の専攻科（電子機械工学

専攻，建設工学専攻，情報科学専攻）が設置された。 

その後，法改正により平成 15 年 10 月 1日より独立行政法人国立高等専門学校機構の設

置する学校として新しくスタートした。 

 

（２）キャンパスの概要               〈令和元年 5月 1日現在〉 

 

・敷地面積    ・・・１２２，８６０㎡   ・学生数（定員） ・・・１，０４０人 

・建物延べ床面積 ・・・ ３８，５２３㎡   ・教職員     ・・・  １１８人 

・容積率     ・・・     ３２％   ・学生寮収容人員 ・・・  ６３２人 

（平成３１年４月８日 ドローン撮影写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．豊田高専の概要 
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□ 1-2 教育の目的・目標  

 

創立の精神 

真理を探究し開拓の精神をもって日本工業界に寄与し進んで人類の福祉に貢献する。 

 

本校の目的 

１ 学則第１条 本校は，教育基本法の精神にのっとり，及び学校教育法に基づき，深く

専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

２ 本校は，前項の目的を実現するための教育を行い，その成果を広く社会に提供するこ

とにより，社会の発展に寄与するものとする。 

 

教育目標 

本校では，次のような教育目標を設定し，教職員と学生による不断の研鑽と緊密な連携に

より，これに向かって鋭意努力している。 

 

１．ものづくり能力 

    社会の変化と要請を的確に捉え，ものづくりを多面的に認識し，実現可能なシステム

を構築できる技術者の養成 

２．基礎学力 

    実験・実習で培われる豊かな体験と基礎理論の深い理解との融合から生まれるエンジ

ニアリング基盤の確立 

３．問題解決能力 

    問題意識と考える力を持ち，自ら学習することによる創造力と実践力を備えた技術者

の養成 

４．コミュニケーション能力 

    科学的な分析に基づく論理的な記述力，明解な口頭発表能力，十分な討議能力，およ

び国際的に通用するコミュニケーション能力の修得 

５．技術者倫理 

世界の文化・歴史の中で，技術が社会に与える影響を考え，自らの責任を自覚し誇り

を持つことのできる技術者の育成 
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□ 1-3 豊田高専キャンパスの現状 

 

（１）キャンパスマスタープラン 2018期間の整備 

 

                       

☆学生寄宿舎整備  

（定員増による入寮待ち学生の解消と留

学生及び日本人学生の混在寮による交流

活動の推進）（平成 24年度） 

 

 

 

 

 

☆校舎（機械工学棟）改修整備 

（老朽化した施設機能の環境改善 平成 25年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階段を増設し動線を確保して移動の不

便を解消 
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☆校舎（一般学科・管理棟）改修整備 

（大胆なコラボレーションスペースの構築等老朽化した施設機能の環境改善 平成 28年度） 

 

 

 

☆学生寄宿舎（女子寮）改修整備 

（老朽化した施設機能の環境・機能改善 平成 28･29年度） 

                               

 

 

☆営繕防水改修 

（一般教室棟，情報工学科棟，第 1体育館，MMセンタ－，武道場 平成 26～） 
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☆営繕改修事業 

（第 1体育館床，第一体育館照明ＬＥＤ化，情報工学科棟空調，専攻科棟空調，図書館空

調，食堂空調ＧＨＰ更新 平成 26～） 
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（２）建物改修履歴一覧（令和２年２月現在） 

  豊田工業高等専門学校の保有建物の改修履歴を下記に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建　　物　　名 工種 完成年 工事内容 建　　物　　名 工種 完成年 工事内容

建築 S39 新営 建築 S41 新営
校舎（管理棟） 電気 S39 第１体育館 電気 S41

機械 S39 機械 S41
建築 S58 改修　・建具、外壁改修　・防水改修 建築 S55 増築
建築 S59 改修　・外壁改修　・防水改修 電気 ・器具庫増築
建築 H17 改修　・耐震改修　・外壁改修 建築 H3 ・屋根塗装
建築 H28 改修（一般学科・管理棟） 建築 H16 ・屋根塗装
電気 H28 ・内部全面改修 建築 H17 ・平屋部分内装改修
機械 H28 ・ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ 電気 H17 ・アリーナ昇降式照明取設
建築 S39 新営 機械 H17

校舎（機械棟） 電気 S39 建築 H18 ・器具庫屋上防水改修
機械 S39 建築 H27 ・床全面改修（ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ)
建築 増築 建築 H28 ・屋根改修
電気 S41 建築 S57 新営
機械 第２体育館 電気 S57
建築 S40 増築 機械 S57
電気 S40 建築 H19 改修　・便所改修
機械 S40 建築 S56 新営
建築 S59 改修　・建具、外壁改修　・防水改修 福利厚生会館 電気 S56
建築 S62 改修 機械 S56
電気 ・内装改修 建築 H11 新営
機械 福利施設 電気 H11
建築 H15 大規模改修（第１講義棟）、廊下増築 機械 H11
電気 H15 ・耐震改修（機械棟全体） 機械 H29 ・空調改修（ＧＨＰ）
機械 H15 ・外壁改修（北面） 建築 S40 新営
建築 H17 改修　・外壁改修　・防水改修 ものづくりセンター 電気 S40
建築 H25 改修 機械 S40
電気 H25 ・内部全面改修（内部階段設置） 建築 S44 増築
機械 H25 ・外壁、防水一部改修 電気
建築 S40 新営（校舎に増築） 機械

校舎（電気棟） 電気 S40 建築 S47 増築
機械 S40 電気
建築 S58 改修　・防水改修 機械
建築 S59 改修　・外壁改修　・防水改修 建築 H17 改修　・屋根塗装　・ベンチレータ取替
建築 S61 改修　・内装改修 建築 H19 改修　・耐震改修
電気 S61 建築 S39 新営
機械 栄志寮 電気 S39
建築 H16 大規模改修　・耐震改修　・全面改修 機械 S39
電気 H16 建築 S50 増築
機械 H16 電気 S50
建築 S40 新営（校舎に増築） 機械

校舎（建築棟） 電気 S40 建築 S62 改修
機械 S40 電気 S62 ・耐震改修(しかし、0.7は満足していない)
建築 増築 機械 S62 ・外壁改修、内部改修、建具改修
電気 S41 建築 H11 改修　・防水改修
機械 建築 S42 新営
建築 S58 改修　・建具、外壁改修　・防水改修 高志寮 電気 S42
建築 H1７ 大規模改修 機械 S42
電気 H1７ ・耐震改修 建築 S43 増築
機械 H1７ ・全面改修 電気 S43
建築 S39 新営 機械 S43

校舎（一般教室棟） 電気 S39 建築 S62 改修
機械 S39 電気 S62 ・耐震改修(しかし、0.7は満足していない)
建築 S58 改修（北側）・防水改修 機械 S62 ・外壁改修、内部改修、建具改修
建築 S58 改修（南側）・建具、外壁改修・防水改修 建築 H11 改修　・防水改修
建築 S59 改修（北側）・外壁改修・建具改修 建築 S40 新営
建築 H15 大規模改修（管理棟から南側） 友志寮 電気 S40
電気 H15 ・耐震改修（一般教室棟全体） 機械 S40
機械 H15 ・外壁改修（管理棟から南側）等 建築 S43 増築
建築 H17 改修　・外壁改修 電気 S43
建築 H25 改修 機械 S43
電気 H25 ・内部全面改修（内部階段設置） 建築 S61 改修
機械 H25 ・外壁、防水一部改修 電気 S61 ・耐震改修
建築 S44 新営 機械 S61 ・外壁改修、内部改修、建具改修

環境都市工学科棟 電気 S44 建築 H11 改修　・防水改修
機械 S44 建築 新営
建築 S55 改修（一部） 明志寮 電気 S40
電気 ・内装改修 機械
機械 S55 建築 S43 増築
建築 S59 改修　・外壁改修 電気 S43
建築 H4 改修　・防水改修 機械 S43
建築 H5 改修　・内装改修 建築 S61 改修
建築 H18 大規模改修 電気 S61 ・耐震改修
電気 H18 機械 S61 ・外壁改修、内部改修、建具改修
機械 H18 建築 H11 改修　・防水改修
建築 S56 新営（環境棟に増築） 建築 S44 新営

新講義棟 電気 S56 立志寮 電気 S44
機械 S56 機械 S44
建築 H4 改修　・防水改修 建築 S62 改修
建築 H15 改修 電気 S62 ・耐震改修(しかし、0.7は満足していない)
電気 H15 ・床、天井改修 機械 S62 ・外壁改修、内部改修、建具改修
機械 H15 ・内壁改修 建築 H11 改修　・防水改修
建築 H28 ・防水改修 建築 S61 新営
建築 S63 新営 大志寮 電気 S61

情報工学科棟 電気 S63 機械 S61
機械 S63 建築 H29 ・内外全面改修
建築 H4 改修・防水改修 電気 H29 （空調機は既設のまま）
建築 H8 新営 機械 H29

専攻科棟 電気 H8 建築 H25 新営
機械 H8 創志寮 電気 H25
機械 H29 ・空調改修（ＧＨＰ） 機械 H25
建築 H13 新営 建築 S54 新営

校舎（第２講義棟） 電気 H13 合宿研修施設 電気
機械 H13 機械
建築 H14 新営 建築 S42 新営

地域共同テクノセンター 電気 H14 武道場 電気 S42
機械 H14 建築 H13 改修
建築 S47 新営 電気 H13 ・内装、建具改修　・照明器具改修

図書館 電気 S47 建築 H27 ・非構造耐震改修（天井仕上げ撤去）
機械 S47 電気 H27 ・照明改修LED
建築 S59 改修　・外壁改修　・防水改修 建築 H28 ・屋根改修
機械 H4 空調設備改修 建築 S42 新営
建築 H8 増築 卓球場 電気 S42
電気 ・インキュベーションセミナー室増築 建築 H13 改修
機械 電気 H13 ・内装、建具改修　・照明器具改修
建築 H17 改修
電気 H17 ・耐震改修　・内装改修（ホール・多目的トイレ）
機械 H17 ・ＥＶ新設　・防水改修
建築 H19 １Ｆ便所改修（多目的トイレ以外）
建築 H19 多目的ホール改修
機械 H27 ・空調機更新(GHP)
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（３）キャンパス施設老朽化の現状 

① 建物の課題  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

第３駐車場  

イベント時に駐車台数不足 

老朽化した建物及び男子学生寮

の浴室不足  

概算要求検討予定 

老朽化した学寮  

2020 年度概算要求中 

 

老朽化した建物  

老朽化した建物  

老朽化した職員宿舎  

順次廃止し跡地利用 

老朽化した４学寮  

順次概算要求予定 

老朽化した建物  

合宿研修施設として未整備 

老朽化した建物 漏水多数 

2020 年度概算要求 

学生の食堂待ちスペースがなく

通路が混雑 

老朽化した建物  老朽化による水はけ不良  

トラックの整備 

100ｍ全天候型への改修必要 

営繕要求 5 位 

※地震災害時に液状化の可能性

あり  
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老朽化した建物 

外部改修必要 

老朽化した建物 

屋上防水改修必要  

創造工房棟として令和元年度中

に整備 

老朽化した建物 

空調設備改修必要 営繕要求 1

位 

令和元年度中に整備 

老朽化した建物  

外部改修必要 

老朽化した建物 

外壁漏水あり外部改修必要 

老朽化した建物  

管理施設倉庫に利用中 

南側防球ネットの打球越え改善

必要 

老朽化した建物  

内外改装必要 

 

老朽化した建物 内外改装必要 

 

老朽化した建物 図書館機能強

化の改修必要 

正門北側駐輪場への動線が狭い 

老朽化した建物 

空調設備改修必要  

令和元年度中に整備 

バス廃止の場合、建物取壊し予

定 

老朽化した建物  

空調等内外改装必要 

 

老朽化した建物  

内外改修必要 

中庭周辺 車両と歩行者の動線

交差改善必要 

正門から第１駐車場への車輌動線

と、第１・第２講義棟・図書館へ

の歩行者動線の交差改善必要 

老朽化した建物 

内部補修（床、照明以外）必要 
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（４）ライフラインの状況 

① 消火給水設備関係 

建設後 14 年～47 年の経過により老朽が激しく，漏水及び詰まりによる事故が多発し

ており，経常的に修繕費用が生じていることから，令和元年度（2019 年度）中に屋外給

水管・消火管等の機能改善を行うこととしている。 

また，井水に関しては，現在浴室だけに供給しているが，今回プールやグランドにも

供給するように改善し，災害時にはグランド等に避難してきた地域住民のための給水設

備として機能するよう防災機能強化も図ることとしている。    

・平成 31年度（2019年度）概算要求事業採択  114,400千円 消火給水設備等 

   

② 給水・排水設備関係 

各建物は，建設後２５年～５５年の経過により老朽化が激しく，排水不良等による事

故が多発し，経常的に修繕費用が生じており，屋外給水管・屋外排水管等の機能改善を

行う必要がある。 

現在，２０２０年度中にライフライン再生（給排水設備）事業として計画中である。 

・令和元年度補正予算   155,530千円 Ⅰ期 給水・排水設備等学寮地区 

・令和２年度当初予算   249,830千円   Ⅱ期 給水・排水設備等校舎地区 

その他 令和５年度計画     豊田市  下水整備予定 

 

③ 空調設備関係 

    空調設備の経年劣化により、故障及び機能低下が深刻になってきていることから次の

とおり概算要求を計画している。   

・令和４年度計画   189,200千円  空調設備更新 

［校舎（一般学科棟，建築学科棟，第一講義棟，電気・電子システム工学科棟）］ 

・令和５年度計画   114,400千円  空調設備更新 

［環境都市工学科棟，情報工学科棟，第二講義棟，ＩＣＴセキュリティ教育セン 

   ター］ 

④ 太陽光設備関係 

   平成１１年度に設置した太陽光設備が老朽化により故障が絶えないことから，更新に

より効率的な発電を可能としたい。 

・令和５年度以降計画         太陽光設備更新整備 

 

⑤ 変電設備関係 

平成６年に設置した電気室の受変電設備の耐用年数（３０年）を向かえるため，更新

が不可欠である。 

・令和５年度以降計画         電気室移転整備 浴室・S43・R1               
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□ 2-1 アカデミックプラン 

 

〇 第４期中期計画（高専機構の一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．キャンパスマスタープランの将来目標 

１．１ 教育に関する事項 

（１）入学者の確保 

②  女子中学生向け広報資料の作成，オープンキャンパス等の機会を活用した女子在学生による広

報活動並びに諸外国の在日本大使館等への広報活動，ホームページの英語版コンテンツの充実な

どを通じ，女子学生，留学生等の確保に向けた取組を推進する。 

（２）教育課程の編成等 

① Society 5.0 で実現する，社会・経済構造の変化や技術の高度化，社会・産業・地域のニーズに

応じた高等専門学校教育の高度化・国際化がより一層進展するよう，モデルコアカリキュラムに

よる教育の質保証の取組を基盤に，各国立高等専門学校にその強み・特色をいかした学科再編，

専攻科の充実等を促すため，法人本部がイニシアティブを取って，効果的な相談・指導助言の体

制を整備し，各国立高等専門学校において教育に関する社会ニーズ等を踏まえた教育指導の改

善，教育課程の編成，組織改組を促進する。 

③ 学生の様々な体験活動の参加機会の充実に資するため，以下の取組を実施する。 

・一般社団法人全国高等専門学校連合会等が主催する全国高等専門学校ロボットコンテストなど

の全国的なコンテストの活動を支援する。 

（３）多様かつ優れた教員の確保 

③ ライフステージに応じた柔軟な勤務時間制度や同居支援プログラム（育児等のライフイベント

にある教員が他の国立高等専門学校で勤務できる制度）等の取組を実施する。 

④  外国人教員の採用を進めるため，外国人教員の積極的な採用を行った国立高等専門学校への支

援を充実する。 

（４）教育の質の向上及び改善 

③  地域や産業界が直面する課題解決を目指した実践的教育に向けて，課題解決型学習（PBL

（Project-Based Learning)）を推進するとともに，産業界等との連携による教育プログラム・教

材開発やインターンシップ等の共同教育を実施する。特にセキュリティを含む情報教育について

は，独立行政法人情報処理推進機構等の関係機関と連携し，最新の動向を把握しながら教育内容

の高度化に努めるとともに，その成果を全国立高等専門学校に展開する。 

（５）学生支援・生活支援等 

①  中学校卒業直後の若年層の学生を受入れ，かつ，約４割の学生が寄宿舎生活を送っている特性

を踏まえ，カウンセラーやソーシャルワーカー等の外部専門職を活用するとともに，障害を有す

る学生への配慮に資する取組の支援等により，学生支援体制の充実を図る。 

１．２ 社会連携に関する事項 

②  地域社会のニーズの把握や各国立高等専門学校の枠を超えた連携などを図りつつ，社会連携の

コーディネートや教員の研究分野の活動をサポートする高専リサーチアドミニストレータ

（KRA）や地域共同テクノセンター等を活用して，産業界や地方公共団体との共同研究，受託研

究の受入れを促進するとともに，その成果の社会発信や知的資産化に努める。 

１．３ 国際交流に関する事項 

③  国立高等専門学校の国際化のため，以下の取組を実施する。 

・海外で活躍できる技術者としての能力の伸長に取り組むため，単位認定制度や単位互換協定に基

づく海外留学や海外インターンシップなど学生が海外で活動する機会を後押しする体制を充実

するとともに，学生の英語力，国際コミュニケーション力の向上や海外に積極的に飛び出すマイ

ンドを育成する取組を実施する国立高等専門学校への重点的な支援を行う。【再掲】 

８．１ 施設及び設備に関する計画 

①  老朽化した施設の改善においては，「国立高専機構施設整備５か年計画」及び「国立高専機構 

   インフラ長寿命化計画（個別施設計画）」に基づき，非構造部材の耐震化やライフラインの更新な

ど安全安心な教育研究環境の確保を図る。 

合わせて，社会の変化に対応した高等専門学校教育の高度化・国際化への対応等に必要な整備

を計画的に推進する。また，老朽化したインフラ設備を計画的に更新し，学修環境の整備，省エ

ネや維持管理コストの削減などの戦略的な施設マネジメントに取り組む。 
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〇 豊田高専が進むべき方向 

 

 

〇 豊田高専の第４期中期計画期間の取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・教育体制整備とカリキュラムの見直し 

   ・グローバル人材育成の一層の推進 

   ・情報セキュリティの確保 

   ・外部との協働による教職員の負担軽減 

   ・優秀な学生の確保に向けた「ＫＯＳＥＮ」の知名度の向上 

   ・外部資金の獲得並びに予算の重点配分及び効率的な執行等の推進 

   ・KOSEN4.0イニシアティブ事業の成果を活かし産学官金融民間の連携による人材

育成及び地域貢献策の益々の充実  

 

 

★高専全体としての教育の質保証と豊田高専ブランドの強化 

   ★地域との連携（教育と研究）,地域貢献（地域活性化，一般市民） 

   ★産学連携（中小企業との密接な協同，新産業への対応） 

   ★国際的人材育成  
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□ 2-2 キャンパスマスタープランの年次計画 

 

〇キャンパスマスタープランと上位計画の年次計画（予定） 
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〇 国立高専機構施設整備５か年計画（平成２８年～３２年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇インフラ長寿命化基本計画等とキャンパスマスタープランの関係 

〇インフラ長寿命化基本計画等とキャンパスマスタープランの関係 
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〇 インフラ長寿命化基本計画等とキャンパスマスタープランの関係 

インフラ長寿命化計画（個別施設計画）2018で，機構本部が作成した，「学校別個別施設

計画（基礎データ）」及び「国立高専機構個別施設計画（改修予定事業）一覧」をキャンパ

スマスタープランの整備計画等に反映を行う。 

 

1 6604 豊田 栄生町 友志寮 寮 315 648 945 R ○ － － － － － － － 8 旧耐震 1965 2
2 6604 豊田 栄生町 明志寮 寮 315 648 945 R ○ － － － － － － － 9 旧耐震 1966 3
3 6604 豊田 栄生町 高志寮 寮 525 790 1575 R ○ － － － － － － － 7 旧耐震 1967 4
4 6604 豊田 栄生町 図書館 図書館 895 1462 1611 R ○ ○ － － － － － － 4 旧耐震 1972 5
5 6604 豊田 栄生町 立志寮 寮 392 1595 1595 R ○ － － － － － － － 10 旧耐震 1969 7
6 6604 豊田 栄生町 電子計算機室 校舎 315 220 625 R ○ － － － － － － － 14 旧耐震 1973 9
7 6604 豊田 栄生町 第１体育館 屋内運動場 1663 1570 1663 RS － － － － － － － ○ 3 旧耐震 1966 11
8 6604 豊田 栄生町 新講義棟 校舎 226 642 691 R ○ － － － － － － － 15 旧耐震 1981 12
9 6604 豊田 栄生町 流体・熱工学実験棟 校舎 252 252 252 S ○ ○ ○ － － ○ － － 0 旧耐震 1978 14
10 6604 豊田 栄生町 卓球場 屋内運動場 348 348 348 W － － － － － － － ○ 19 旧耐震 1968 15
11 6604 豊田 栄生町 武道場 屋内運動場 296 296 296 S － － － － － － － ○ 20 旧耐震 1968 16
12 6604 豊田 栄生町 福利厚生会館 福利厚生施設 396 144 792 R － － － － － － － ○ 2 旧耐震 1981 17
13 6604 豊田 栄生町 栄志寮 寮 454 1141 1316 R ○ － － － ○ － － － 6 旧耐震 1964 1
14 6604 豊田 栄生町 第２体育館 屋内運動場 880 880 880 RS － － － － － － － ○ 12 旧耐震 1982 18
15 6604 豊田 栄生町 校舎（第１講義棟） 校舎 3257 304 9603 R ○ － － － － － － － 23 旧耐震 1964 2003 20
16 6604 豊田 栄生町 環境都市工学科棟 校舎 477 1485 1493 R ○ － － － － － － － 24 旧耐震 1969 2006 21
17 6604 豊田 栄生町 ものづくりセンター 実習工場 240 602 795 S ○ － － － － － － － 28 旧耐震 1965 2010 22
18 6604 豊田 栄生町 大志寮 寮 644 2586 2586 R ○ － － ○ ○ － － － 30 新耐震 1986 2017 23
19 6604 豊田 栄生町 材料・構造物疲労試験センター 校舎 231 108 339 S ○ － － － － － － － 16 新耐震 1995 24
20 6604 豊田 栄生町 情報工学科棟 校舎 595 2199 2292 R ○ － － － － － － － 11 新耐震 1988 25
21 6604 豊田 栄生町 専攻科棟 校舎 298 1166 1166 R ○ － － － － － － － 22 新耐震 1996 26
22 6604 豊田 栄生町 第２講義棟 校舎 350 912 912 R ○ － － － － － － － 21 新耐震 2001 27
23 6604 豊田 栄生町 地域共同テクノセンター 校舎 236 413 413 R ○ ○ ○ － － ○ － － 27 新耐震 2002 28
24 6604 豊田 栄生町 創志寮 寮 414 1440 1440 R ○ － － ○ ○ － － － 29 新耐震 2013 29
25 6604 豊田 栄生町 福利施設 福利厚生施設 724 310 998 R － － － － － － － ○ 26 新耐震 1999 31

26 6604 豊田 栄生町 学習室 寮 107 107 107 R ○ － － － － － － － 18 旧耐震 1968 6
27 6604 豊田 栄生町 浴室 寮 192 192 192 R － － － － － － － ○ 5 旧耐震 1968 8
28 6604 豊田 栄生町 集会室 寮 122 122 122 R － － － － － － － ○ 17 旧耐震 1968 10
29 6604 豊田 栄生町 ボイラー室 管理施設 165 165 165 S － － － － － － ○ － 31 旧耐震 1967 13
30 6604 豊田 栄生町 合宿研修所 福利厚生施設 98 196 196 R － － － － － － － ○ 13 旧耐震 1979 19
31 6604 豊田 栄生町 弓道場射場 屋内運動場 120 60 120 S － － － － － － － ○ 25 新耐震 1996 30

建築年

大規

模改

修年

各高専におけ

る評価の順位

該当状況

項目

①

項目

②

項目

③

項目

④

項目

⑤

項目

⑥

項目

⑦

項目

⑧

項目該当チェック

改修希望

順位

構造

各高専からの送付データ

耐震基準

区分
学校名称 団地名称 棟名称 建物種別詳細

面積

建築

面積

建物

面積

計

棟計

項目

⑧

26～31 施設整備費補助金対象外（建物面積200㎡未満） ↓棟計100㎡以上

学校

番号

項目

④

項目

⑤

項目

⑥

項目

⑦

学校

番号
学校名称 団地名称 棟名称 建物種別詳細

各高専におけ

る評価の順位建築

面積

建物

面積

計

棟計

項目該当チェック

改修希望

順位

該当状況

項目

①

項目

②

項目

③

面積

構造

各高専からの送付データ

耐震基準

区分
建築年

大規

模改

修年

　⑧その他

1～25 施設整備費補助金対象（建物面積200㎡以上） ↓棟計100㎡以上

項目内容
　①高専改革に伴う新たな高専教育システムへの対応

　⑥KOSEN（高専）4.0　イニシアティブへの対応

　⑦保有面積の抑制への対応

　②地域貢献への対応

　③産学連携の対応

　④理工系女性人材の育成への対応

　⑤国際化への対応

学校別個別施設計画（基礎データ）
[豊田高専]
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国立高専機構個別施設計画（改修予定事業）一覧　※豊田高専抜粋

順位
学校
番号

学校名称 団地名称 棟名称 建築年 建築経年 建物種別

1 6604 豊田 栄生町 栄志寮 1964 55 寮

2 6604 豊田 栄生町 友志寮 1965 54 寮

3 6604 豊田 栄生町 高志寮 1967 52 寮

4 6604 豊田 栄生町 図書館 1972 47 図書館

5 6604 豊田 栄生町 明志寮 1966 53 寮

6 6604 豊田 栄生町 立志寮 1969 50 寮

7 6604 豊田 栄生町 新講義棟 1981 38 校舎

8 6604 豊田 栄生町 電子計算機室 1973 46 校舎

9 6604 豊田 栄生町 第１体育館 1966 53 屋内運動場

10 6604 豊田 栄生町 福利厚生会館 1981 38 福利厚生施設

11 6604 豊田 栄生町 卓球場 1968 51 屋内運動場

12 6604 豊田 栄生町 武道場 1968 51 屋内運動場

13 6604 豊田 栄生町 第２体育館 1982 37 屋内運動場

（一覧の対象範囲等）
　・概算要求の対象となり得る規模（建物面積200㎡以上）

　・旧耐震基準（昭和５６年以前）で作られた建物であり、耐震性能は基準を満たしているもの
　　の、これまで大型の改修事業が実施されていない建物

　・建物の経年、劣化度調査、改修希望順位の結果を踏まえた順位で並んでいる。

概算要求の対象外となる規模（建物面積200㎡未満）施設一覧

順位
学校
番号

学校名称 団地名称 棟名称 建築年 建築経年 建物種別

1 6604 豊田 栄生町 学習室 1968 51 寮

2 6604 豊田 栄生町 浴室 1968 51 寮

3 6604 豊田 栄生町 集会室 1968 51 寮

4 6604 豊田 栄生町 ボイラー室 1967 52 管理施設

5 6604 豊田 栄生町 合宿研修所 1979 40 福利厚生施設

6 6604 豊田 栄生町 弓道場射場 1996 23 屋内運動場
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□ 3-1 課題の整理 

 

次のとおり課題を整理し，短期・中長期的な施設整備・維持管理・運用計画を立てこれ

に基づき整備をすすめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．基本方針 

① 教育機能の発展 

・教育の高度化・国際化・多様化等に対応した教育環境が提供できるキャンパス 

・入学から卒業までの総合的な学生支援体制が可能となる施設環境の整備 

・学生寮施設や福利厚生施設，合宿研修所，ラーニングセンター（地域との交流スペー

ス）の整備または確保 

・国内外のコンテストや競技会等に挑戦する学生の創造力を支援する施設環境の整備 

② 研究機能の発展 

・地域や産業界等の連携による共同研究，受託研究を推進する施設整備 

③ 産学官連携の強化 

・地方公共団体，地元産業界，大学等との連携・協力による共同研究，受託研究の受入

れ促進と必要な施設・設備等の研究環境づくり 

④ 地域貢献の推進 

・Ｋｏｓｅｎ4.0 イニシアティブ事業（地域への貢献：産・官・学・金・民の連携による

「コトづくり人材」育成事業の展開）の実績による企業との信頼関係により，地域も

のづくり産業振興への貢献及び地域ものづくり人材育成拠点としての施設整備 

・地域の情報拠点となる図書館の整備 

⑤ 国際化の推進 

・留学生及び海外からの来校者に対応した，国際交流の推進を可能とする環境が整った

キャンパス形成 

・優れた留学生の受入拡大と日本人学生の英語力向上及び国際化に対応したシェアハウ

ス型の寄宿舎の整備 

⑥ 環境問題への貢献 

・地球温暖化対策として空調エネルギー負荷を抑制する建物への改修や改築により，環

境負荷が少ないキャンパス（サスティナブルキャンパス）の形成 

・太陽光や井水等の積極的な導入 

⑦ キャンパス環境の充実 

  ・魅力ある景観や周辺環境との調和に配慮したキャンパスづくり 

・障がいがある学生等，多様な利用者が利用することを考慮し，ユニバーサルデザイン

の観点を重視したキャンパスづくりの推進 

・安全・防犯対策の充実した施設整備 
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□ 3-2 短期的な目標 

 

課題に関するキャンパスの目指すべき姿として求める施設機能について，短期（第４期中

期計画期間 R1～H5）的に実現していく目標を次のとおりとし，これに基づき整備をすすめる。 

 

高専機構施設整備５か年計画を元とした整備計画について 

〇機能強化等変化への対応 

・新たな高専教育システムに対応するために，既存施設をアクティブ・ラーニング仕様

に転換する計画としている。  

・機能強化や教育の質的転換のためにリノベーションの手法を活用する。 

・令和元年度 ものづくり工房棟（新名称；創造工房棟）の増改築整備を実施中 

 

〇理工系女子人材の育成への対応 

・平成２８年度に大志寮（女子寮）を改修し，寮定員の不足による入寮待機女子の解消

を実施した。女子寮にラーニングコモンズを配置する等教育寮としての効果を発揮で

きる環境として整備している。 

・令和２年度に国際寮を新築し、女子学生の入居を可能とする。 

 

〇国際化への対応 

・優秀な留学生を受け入れ，日本人学生へのグローバル人材育成を行うため，シェアハ

ウス型の寄宿舎を整備する。 

・令和２年度に国際寮を新築し，短期留学生の受入を可能とする。 

 

〇安全安心確保への対応 

・老朽施設の整備は，建物長寿命化改修を推進し，基幹整備（ライフライン）の計画的

な更新を行う。  

・地域貢献に資する防災機能を推進する。 

・２０１９年度に消火給水設備等整備実施中, ２０２０年度中に，給水・排水設備等整

備を実施する。 

 

〇サスティナブルキャンパスの形成に関する配慮 

・地球温暖化対策として省エネルギーの推進や維持管理コストの削減に資する設備の更

新や建物への改修や改築により，環境負荷が少ないキャンパス（サスティナブルキャ

ンパス）の整備を推進する。 
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□ 3-3 中期的な目標 

 

  課題に関する施設機能について，中期（約 10年後）的に達成していく目標を次のとおり 

とし，これに基づき整備をすすめる。 

 

（教育機能の発展） 

・入学から卒業までの総合的な学生支援体制が可能となる施設環境の整備 

・学生寮施設や福利厚生施設，合宿研修所，ラーニングセンター（地域との交流スペー

ス）の整備または確保 

・国内外のコンテストや競技会等に挑戦する学生の創造力を支援する施設環境の整備 

 

（研究機能の発展） 

・地域や産業界等の連携による共同研究，受託研究を推進する施設整備 

 

（産学官連携の強化） 

・地方公共団体，地元産業界，大学等との連携・協力による共同研究，受託研究の受入

れ促進と必要な施設・設備等の研究環境づくり 

 

（地域貢献の推進） 

・Ｋｏｓｅｎ4.0 イニシアティブ事業（地域への貢献：産・官・学・金・民の連携による

「コトづくり人材」育成事業の展開）の実績による企業との信頼関係により，地域も

のづくり産業振興への貢献及び地域ものづくり人材育成拠点としての施設整備 

・地域の情報拠点となる図書館の整備 

 

（国際化の推進） 

・優れた留学生の受入拡大と日本人学生の英語力向上及び国際化に対応したシェアハウ

ス型の寄宿舎の整備 

・国際的に活躍できる技術者や実践的技術者の養成を目指した学習環境が整ったキャン

パスの整備 

 

（キャンパス環境の充実） 

  ・魅力ある景観や周辺環境との調和に配慮したキャンパスづくり 
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□ 3-4 長期的な目標 

  

課題に関する施設機能について，長期的に達成していく目標を次のとおりとし，これに基

づき整備をすすめる。 

 

（教育機能の発展） 

・教育の高度化・国際化・多様化等に対応した教育環境が提供できるキャンパス 

 

（産学官連携の強化） 

・新産業への対応及び地域や産業界等の連携による共同研究，受託研究を推進する施設

整備 

 

（地域貢献の推進） 

・地域ものづくり産業振興への貢献及び地域ものづくり人材育成拠点としての施設整備 

 

（国際化の推進） 

・留学生及び海外からの来校者に対応した，国際交流の推進を可能とする環境が整った

キャンパス形成 

 

（環境問題への貢献） 

・地球温暖化対策として空調エネルギー負荷を抑制する建物への改修や改築により，環

境負荷が少ないキャンパス（サスティナブルキャンパス）の形成 
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 課題と関連した施設対象について，施設整備の整備手法，達成状況・達成時期，多様な財

源等の整備計画をたてこれに基づき整備をすすめる。 

 

（１）基本方針に基づく整備の方向 

・短期・中長期的な整備需要の把握を行うとともに，段階的な整備について検討し実現す

る。 

・老朽施設の改善は，既存施設の有効活用の観点から，原則として長寿命化改修により進

めていくこととし，その際，機能強化や教育の質的転換に対してリノベーションの手法

を活用して対応。 

・各事業の必要性・緊急性などを総合的に勘案した上で，原則として老朽化の著しい施設

を優先して整備を進めていく。 

・産学官連携施設や職員宿舎など受益者に一定の負担を求めることが考えられる施設につ

いては，資金調達の方法や管理運営の形態などを比較検討し，民間資金等の多様な財源

を活用した施設整備の可能性を検討する。 

 

（２）キャンパスの特色と魅力の向上 

キャンパスのアイデンティティの確立を図るとともに，ユニバーサルデザインを積極的

に採用したキャンパス全体の調和の取れた発展を考慮する。 

 

（３）国の整備計画等との関連性 

国の政策，高専５か年計画及びインフラ長寿命化計画（個別施設計画）との関連性等を

踏まえた整備を積極的に行う。 

（参考） 大規模改修と改築時期の設定 

   目標耐用年数を文部科学省の基本的なライフサイクルの考え方を参考に設定する。 

     ・旧耐震基準の施設：改修周期 35 年，改築周期（大規模改修後）25 年 

    ・新耐震基準の施設：性能維持改修（外壁・防水空調等）経年 25 年・75 年， 

大規模改修 経年 50 年，改築経年 100 年 

※インフラ長寿命化計画（個別施設計画）2018より抜粋 

 

（４）既存施設の安全性や機能性の確保 

既存施設の安全性や機能性の確保・向上及び長寿命化に係る考え方や実施方策を採用す

る。 

 

 

 

 

４．整備方針 
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課題と関連した施設機能との関連性に留意しながら，資源配分や保有面積抑制（取壊し，

転用等）の対象施設について，保有面積抑制の量，具体的手段，達成状況・達成時期につい

て計画を立てこれに基づき施設の活用をすすめる。 

 

（１）施設の有効活用の方向 

戦略を踏まえ，スペースの再配分を図り，利用可能なスペースを捻出する。 

 

（２）土地の有効活用の方向 

学校全体の財産として必要な用途に充当するなど土地を有効活用する。 

また，学内外の共同利用を促進する。 

 

（３）施設整備を含む施設マネジメントの推進 

  次の視点により，施設マネジメントを行う。 

① 施設マネジメントの仕組・体制に関する取組み（仕組み・体制） 

 ・施設管理上の諸課題に関する審議を各関係委員会等により行い，重要事項について

は総務会議で報告又は審議し承認した上で実施する体制とする。 

 ・施設整備の評価目標を設定し，その結果を把握し，フィードバックすることで教育

研究環境の改善を図る。 

② 施設の機能向上に関する取組み（クオリティ） 

 ・施設及び諸室の再配置の検討を行う。 

 ・カリキュラムなどのソフト面を考慮した整備を行う。 

③ 施設利用の効率化に係る点検・評価や有効活用に関する取組み（スペース） 

 ・施設利用の稼働率把握と施設整備後の稼働率向上 

 ・諸室の面積配分の見直し及び機器の集約・共有化等の実施による面積縮減 

④ 多様な財源等の活用に関する取組み（コスト） 

 ・維持管理費の把握及び施設整備による削減額を見込む 

 ・寄附金等の多様な財源確保 

 ・外部資金獲得者の増加を考慮した共同利用スペースのスペースチャージ 

 

 

 

 

 

 

５．活用方針 
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〇 短期整備計画（概算要求事項５か年計画表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．整備計画表  

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
令和５年度
以降

面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡） 面積（㎡）

1-1
改築
増築

(500)

1-2 改修 (690)

1-3 改修
（1,610）
（620）

1-4 改修 (2,290)

2-1 新築 (1,510)

2-2 新築
（1,690）
（1,620）

2-3 新築
（1,500）
（1,500）

3-1 更新 Ⅰ期

3-2 更新

Ⅱ期（寮・
職員宿舎地

区）
Ⅲ期（校舎
地区）

3-3 更新 Ⅰ期

3-3 更新 Ⅱ期

3-4 更新 Ⅰ期

3-5 移転 Ⅰ期

年　次　計　画　表

番
号

事
業
名

整
備
理
由

5か年計画

備考

（学寮地区）

国際寮

高専のグローバル化対応のため第３駐車場
の場所に新築、職員宿舎跡地を駐車上に整
備
令和元年度補正予算予定事業

（校舎地区） （　）の面積は、概算要求面積

創造工房棟
（022）流体・熱工学実験棟･S53･S1
教育研究支援の充実整備
平成３０年度２次補正予算により整備中

図書館・
ICTセキュリティ教育センター

（006）図書館・S47・R2　改修2005
（007）電子計算機室・S47・R2
図書・情報教育改善による改修
令和2年度概算要求6位（重点要求）

老朽化による太陽光設備更新整備

基幹整備（空調設備）
構内老朽化による空調設備更新
（環境都市工学科棟，第二講義棟）

（基幹整備）

基幹整備（消火給水設備）

基幹整備（変電設備） 電気室移転整備

新講義棟
（003）新講義棟・S56・R2
老朽化環境改善による内外装改修
令和2年度概算要求3位（重点要求）

情報工学科棟
（004）情報工学科棟・S63・R4
老朽化環境改善による内外装改修
令和2年度概算要求7位

基幹整備（給排水設備）

構内老朽化による給水・排水設備基幹整備
Ⅱ期（寮・職員宿舎地区）は、令和元年度補
正予算予定事業、Ⅲ期（校舎地区）は、令和2
年度当初予算予定事業

基幹整備（空調設備）
構内老朽化による空調設備更新
（校舎（一般学科棟，建築学科棟，第一講
義棟，電気・電子システム工学科棟））

構内老朽化による消火給水設備基幹整備
平成31年度概算要求事項採択整備中

寮（新営）（Ⅰ）（Ⅱ）

（054）浴室，（055）集会室，（061）栄志寮，
（062）高志寮を解体し新築
学生寮施設の充実改善による建替え
令和2年度概算要求4位（重点要求）

寮（新営）（Ⅲ）（Ⅳ）

（063）友志寮，（064）明志寮，（065）立志寮
を解体し新築
学生寮施設の充実改善による建替え
令和2年度概算要求8位（重点要求）

基幹整備（太陽光設備）
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〇 中期整備計画 

 

 

 

 

 

〇 長期整備計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画順位 事業名 事業の概要 整備手法 現状（建築・改修） 達成時期 多様な財源 備考

1
校舎棟

（建替　Ⅰ期①）
・現噴水の位置に改築
・Ｓ造＋RC造5階建て，9,600㎡，全6学科＋講義室の一部として
使用する【校舎（9,603㎡）＋環境都市工学科棟（1,493㎡）
=9,603㎡≒9,600㎡】

建替
校舎の集約化

校舎（第１講義棟）　建築1964　大規模改修2003
校舎（機械工学科棟）　建築1966　大規模改修2014
校舎（一般教室棟（北））　建築1964　大規模改修2014
校舎（一般教室棟（南））　建築1964　大規模改修2003
校舎（一般学科・管理棟）　建築1964　大規模改修2017
校舎（電気・電子システム工学科棟）　建築1965　大規模
改修2004
校舎（建築学科棟）　建築1965　大規模改修2004

2030～2035 一部寄附金

2 モビリティ棟

（建替　Ⅰ期②）
・環境都市工学科棟（1,493㎡）を現校舎棟の位置に南北の校舎
を接続するように改築
・Ｓ造２階建て，１階部分ピロティ，【1,000㎡】（建設に使用しな
かった493㎡は将来用に保留扱い）
・最終的には２階に学生課を配置し，１階ピロティ部分に売店を
配置する

建替
校舎の集約化

環境都市工学科棟　建築1969　大規模改修2006
2030～2035 一部寄附金

3 福利厚生会館

（建替　Ⅱ期①）
・福利厚生会館（792㎡）を現環境都市工学科棟の位置に改築
・Ｓ造２階建て，【600㎡】（建設に使用しなかった192㎡は将来用
に保留扱い）
・最終的には総務課を配置

建替 福利厚生会館　建築1981 2035～2040 一部寄附金

4 ラーニングセンター

（建替　Ⅱ期②）
・現校舎棟，モビリティ棟西側の位置に改築
・Ｓ造＋RC造4階建て，3,200㎡
【図書館（1,611㎡）＋記念会館（625㎡）＋福利厚生会館保留分
（192㎡）＋環境都市工学科棟保留分（493㎡）＋新講義棟改築
前借り分（200㎡）=3,121㎡≒3,200㎡】
・図書館，ラーニングコモンズ，大ホール，大講義室，会議室
　→ラーニングセンター改築に伴う情報工学科棟（2,292㎡）の用
途変更
　講義室＋セキュリティセンター（記念会館分625㎡）＋CALL教
室＋CAD室に利用

建替

図書館　建築1972　大規模改修2005　大規模改修2020概
算要求（Ⅱ期）
電子計算機室　建築1973　大規模改修2020概算要求（Ⅱ
期）
校舎（一般学科・管理棟）　建築1964　大規模改修2017

2035～2040 一部寄附金

5 新講義棟

（建替Ⅲ期①）
・スクラップアンドビルドにより現在の位置で改築
【691㎡－200㎡（ラーニングセンターで使用）=491㎡】

建替 新講義棟　建築1981　大規模改修2020概算要求（Ⅰ期）
2040～2045

一部寄附金

6 第1体育館Ⅰ期
（建替　Ⅲ期②）
・第1体育館の一部，武道場・卓球場の位置に改築

建替
体育施設の集約化

第1体育館　建築1966　2005大規模改修
2040～2045

一部寄附金

（建替　Ⅲ期③）
・武道場：第1体育館の位置に改築

武道場　建築1968 一部寄附金

（建替　Ⅲ期③）
・卓球場：第1体育館の位置に改築

卓球場　建築1968　2008大規模改修 一部寄附金

（建替　Ⅲ期③）
・弓道場：第1体育館の位置に改築

弓道場射場　建築1996
弓道場的場　建築1998

一部寄附金

8 大規模実験・工場棟

（建替　Ⅳ期①）
・デザインファクトリーの近くに設置し，技術部組織を集結
・Ｓ造平屋建て，1,100㎡
【ものづくりセンター（795㎡）＋材料構造物疲労試験センター
（339㎡）=1,134㎡≒1,100㎡】

建替
ものづくりセンター　建築1965　大規模改修2010
材料構造物疲労試験センター　建築1979　規模改修2008

2045～2050 一部寄附金

9 第2体育館
（建替　Ⅳ期②）
・現プールの位置にプールを併設して改築

長寿命化改修
リノベーションの手
法による

第2体育館　建築1982　大規模改修2008
プール附属屋　建築1982

2045～2050 一部寄附金

10 合宿研修所
（建替　Ⅴ期）
・現在の位置で改築

長寿命化改修
リノベーションの手
法による

合宿研修所　建築1979 2050～2055 一部寄附金

7
第1体育館Ⅱ期（武道
場，卓球場，弓道場の集
約化）

建替
体育施設の集約化

2040～2045

計画順位 事業名 事業の概要 整備手法 現状（建築・改修） 達成時期 多様な財源 備考

1 デザインファクトリー

（中期計画）
・現建築棟と電気棟の中庭に新築
・Ｓ造2階建て，1,000㎡，2階建て（面積純増）
・中・長期的なキャンパス再整備の目玉として計画

新築 2025～2030 一部寄附金
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〇 営繕要求事業計画 

 教育研究活動に資する整備であって，原則 3,000 万円以下の建物の部分的な改修・模様替

え，小規模な新増改築及び小規模な工作物の整備又は設備の設置並びに部分的なライフライ

ン及び屋外環境の整備について，施設環境整備委員会において必要性や緊急性を考慮して順

位を決定している。 

 

令和２年度営繕事業の要求 １件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経年

1 （栄生町）

情報工学科棟講義室空調 21,655 18年

設備改修

・情報工学科棟の空調機は、昭和６３年に設置さ
れ、平成１３年に半分空調機の改修を行い、平成
２６年に残りの改修を行った。今回は平成１３年に
改修を行った部分（経年１８年）について、頻繁に
故障を起こし授業に支障をきたしているため、空
調設備を更新し改善を図る。また更新時に系統を
まとめることで、フロン排出抑制法による漏洩点検
等に係る維持費の削減も図る。

情報工学科棟空調設備

改修

番号 事　　業　　名
事業費
（千円）

特殊工事等項目（百万円）
事　　業　　の　　概　　要



キャンパスマスタープラン 2019 27 

 

 

□ 7-1 短期的改築・改修計画 

 

2020年度からの 5カ年にわたる短期的整備計画を年次計画に従って実行する。 

（１） 短期的整備（達成時期 2020 年～2025年） 

１） 改築・改修Ⅰ期：新講義棟改修，国際寮改築（達成時期 2020年～2025年） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．今後の改築等整備計画  
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２） 改築・改修Ⅱ期：図書館改修，寮改築（達成時期 2020年～2025年） 

 
３） 改築・改修Ⅲ期：情報工学科棟改修，寮改築（達成時期 2020年～2025年） 
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４） 改築・改修終了（達成時期 2025年） 
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□ 7-2 中・長期的改築計画の基本方針 

 

 2028年より，新耐震基準以前に建設された多くの校舎が改築時期を迎える。新耐震基準以

降に建設された今後継続利用していく施設と，今後改築する新校舎を合理的に配置する建築

計画を行う。また，これを機にキャンパスのゾーニングを大々的に見直し，交通動線と歩行

動線の分離や校舎の高度利用化を図ると共に，利用者のアメニティを改善し，知の創造の場

に相応しいキャンパスづくりを目指す。 

 

7-2-1 教職員の意見に基づくキャンパスマスタープランの基本方針の策定 

 中・長期計画に基づくマスタープランの作成にあたって，教職員からアイデアや改善点，

要望を収集した。これに基づいて，マスタープラン作成専門委員会で検討し，新たに中・長

期的マスタープラン策定の基本方針を策定した。 

 

7-2-2 中・長期的キャンパスマスタープランの基本方針 

（１）全体構想（グランドデザイン） 

・本校の教育目標に加えて，以下の観点を計画に反映させる。 

・「ものづくり」の学校として，地域の中小企業に頼りにされる学校になるべく，学生と

会社の方の協働や共同利用を促進し，学びと創造の場として機能を果たすキャンパスと

する。 

・豊田高専発の技術・アイデアを外部に発信する場の空間づくりを目指す。 

・「少子化や高専の発展にともなう学科併合，科目統合を見越した空間づくり」を念頭に

おいた計画とする。 

・「地域に開かれたバリアフリーの学校」として，年齢や障がいにかかわらず地域の方々

に利用される学校にする。 

 

（２）配置計画（ゾーニング） 

・長期的視点で施設全体のゾーニングを計画し，それに基づいて今後の施設整備を行う。 

・将来的には学科のセクショナリズムを排除していくことを目標とし，施設の有効利用や

教育研究の学際化の推進に向けて実験室や演習室，研究室の共通利用化がはかれる計画

とする。また，減員等の可能性のある技術職員の人的な配置も考慮した計画とする。 

・地域(外部）の人が本校を利用する際のアクセスを良くする。 

 

（３）安全な動線計画 

・現状は校内に駐車場が分散し，それに伴って設けられた車道により危険な歩行動線とな

っている。特に通学時には歩行者と自転車の動線と自動車の動線が重複していることか

ら，大変危険な状況にある。今後の大規模な校舎の改築に合わせて，「完全な歩車分離」

をしたキャンパスの実現を目指す。 

・安全で静かなキャンパス実現のため，駐車場や車路は市道沿いに設置する。 
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・学生や教職員，来校者の利便性を考え，教務係，学生支援係は動線的にわかりやすく利

用しやすい場所に配置する。 

 

（４）コモンスペース 

・教室だけでは休息出来ない学生もいる。従って屋内外に学生がくつろげるスペースを設

ける。 

・欧米の大学で見られるようなランチができる緑のあるスペースや，休み時間に利用出来

る木陰のベンチなど，キャンパス内の様々な箇所に設ける。 

 

（５）校舎の効率化 

・校舎や設備の効率化や施設の共通利用化促進などの観点から，新校舎は集約化し，場合

によっては高層化を図る。 

・高学年の教室は授業運営の自由度を高めるため，合併授業が実施できる大きめな教室や

少ない人数に対応した教室など，学科横断で教育展開ができることを検討すべきと考え

る。ただし，低学年教室は，学年横断で共通して教育が実施できるように，学科（コー

ス）ごとでなく，学年で配置した方が良い。 

 

（６）エコキャンパス 

・低炭素エコキャンパスを目指すと共に，明るく使いやすい校舎とする。 

・寮・宿舎・学校の熱相互利用（目標 net Zero Energy College） 

・設備更新の際に，コジェネシステム等の自給自足準備や断熱化等を行う。 

・将来的には，近隣の施設（給食センターや配水場，工場など）も巻き込んだ地域冷暖房

（エネルギーのハブ化）の検討を行う。 

 

（７）サイン 

・来校者が利用しやすい，分かりやすい構内サインとなるように見直しをする。 

・国際化に対応して，外国語サイン版（教室，トイレ等の案内表示）を整備する。 

・各学科への掲示板の設置，各学科教員名などの表記統一を行う。 

 

（８）アメニティの向上 

・女子学生，女性教職員，来客者のためのスペースとして，女性専用の休憩室や女子トイ

レのパウダールームを設ける。 

・来客者（特に子ども連れ，障がい者，高齢者など）が使える「多機能（多目的）トイレ」

の設置が必要。 

・保健室および学生サポート室を拡充し，適切な位置に配置する。現在保健室にはメンタ

ルの不調で休んでいる学生が多数おり，メンタルに悩む学生専用の居場所や教員が職員

やカウンセラーに学生の件で相談する場が不足しており，早急な改善が必要である。 
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（９）大講義室・ホール・アクティブラーニング 

・入学・卒業式や入試イベント，各種説明会等行事注１）で利用するために現状の多目的ホ

ール（200人収容）では不足しており，500 人収容（2学年収容）の大ホールの設置を検

討する。 

注１：ポスター発表など学生の成果発表，学年を越えて参加できる活動の実施，企業

による学生への企業説明会，大学による研究発表会，学寮アセンブリ 

・リテラシー教育などの一斉授業ができる大きな室が必要となっており，かつ将来的な非

常勤講師削減，教員削減，学科併合に対応するため 200人規模の分割出来る大講義室（100

人×２室等）や 100人前後の講義室を設ける。 

・大・中講義室は，建物の空間と稼働時間を効率化するため，柔軟に収容人数を変更でき

るように，可動壁とする。 

・「ラーニングセンター（ラーニングコモンズ）」を設け，学生が積極的に自学自習に取

り組めるスペースを拡充する。 

 

（10）モノづくりサポート空間・地域との連携空間 

・学生自身のモノづくりをサポートする空間として，様々なコンテストに参加するために，

学生会の課外活動の範疇でなくても学生自身がいつでも利用可能な空間（コンピュータ

プログラミングや簡単な工作などが可能な場所，ミーティングや学生同士の学び合いが

できるスペース）を設ける。 

・「ものづくり」の学校として，地域の中小企業に頼りにされる場所になるべく，学生と

企業の方との協働を促進し，地域連携拠点化（ハブ化）する。地域の人も交えたミーテ

ィングなどに活用出来る空間とする。 

・学生や教職員及び外部との連携などにより，豊田高専で開発された様々な技術・アイデ

アを外部に発信する場，見て感じる場を設ける。 

・「デザインファクトリー」を設置する。学科を越えて，モノづくりが自由にできる空間

と設備を用意し，それを支えるスタッフを配置することにより，「モノづくりを楽しみ，

そこから学ぶ学生」を育てる。 

 

（11）デザインファクトリーの設置と中期計画での新築 

・モノづくりサポート空間・地域との連携空間での要望をまとめ，新しい高専の教育研究

の在り方を実現していくために，「デザインファクトリー」の新築を計画する。従来の

コンペティションを中心としたロボコンやデザコン等の活動をより広く捉え，学科を超

えてモノづくりが自由にできる空間として設定する。学生を中心に，企業や地域社会と

のコラボレーションによる製品開発等の場とし，豊田高専発の技術・アイデアの発信・

披露の場とする。 
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□  7-3 中・長期的改築計画 

 

7-3-1 改築計画の基本方針 

今後 5～10 年後から始まる全面的な校舎改築にむけて，策定した基本方針と計画は以下の

通りである。 

（１）新校舎の改築用地の選定方針 

一般的な学校建築の改築では，グラウンドに校舎を改築し校舎跡地をグラウンドにする

が，本校の場合，グラウンドの地盤が弱いことと，新耐震基準以降に建設した北側校舎を

築後 100 年まで使用していく必要があるため，ゾーニングや動線の観点から現校舎棟側で

改築用地を設定する方針とする。 

また，改築にあたっては，教育研究活動に支障の無いように，現校舎を利用した状態で

出来るだけ短期間でビルド&スクラップ方式により建築することが条件となる。しかし，現

校舎棟のエリアではまとまった建築用地は無く，校舎棟間の小さなスペースに，工期を複

数回に分けた分棟型の校舎を建築する方法では，工期も長く，教育研究活動への影響も大

きい。また，校舎が分棟型となるため，校舎のまとまりが無くなると共に，施設の集約化

による効率化も出来ない。従って，校舎棟東側の噴水の位置を改築用地として選定した。 

この位置は本校キャンパスの玄関口であり，キャンパスのシンボル的な噴水を無くすこ

とには多くの反対意見もあると思われるが，安全で使いやすく合理的かつ魅力的なキャン

パスを実現していくためには，必要な決断と判断される。 
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（２）改築計画作成の基本方針 

  改築の想定時期としては，今後 5年を目処に具体化を進める中期的整備（達成時期 2025

年～2030年）と，10年後以降の新耐震基準で建築された校舎の全面改築の長期的整備（達

成時期 2030年～2055 年）に従って計画を作成した。 

中期的整備による新築では「デザインファクトリー」を計画している。「デザインファ

クトリー」は，豊田高専の将来像を形として具現化した，魅力的な組織への変革の象徴で

ある。 

長期的整備による改築では，建築年及び改修履歴とビルド&スクラップによる改築計画の

スムーズな展開，校舎のまとまりや，決定した基本方針を総合的に勘案して改築順を決め，

全体の計画を作成した。 
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（３）全体配置（ゾーニング）と改築校舎計画の方針 

① 新耐震基準施行以降に建てられた継続利用建物と，今後改築する新校舎を纏まりある

配置にする。 

② 校舎北側の第 2 講義棟，情報工学科棟，専攻科棟，令和元年度完成のものづくり工房

と新校舎との繋がりを合理的にする配置計画とする。 

③ 北側校舎群を利用し，講義室や PCを使用する情報教育演習室，ＩＣＴセキュリティ教

育センター等を配置し，中央部分に総務課や学生相談室，保健室等を配置する。 

④ グラウンド側の校舎地区南エリアに「新校舎（新研究）棟」を配置する。 

1 階に実験室，2～3 階に 2 学年分の講義室，3 階から 6 階に全学科の研究室を配置す

る。 

⑤ 北側校舎群中央部と南側の「新校舎棟」を 2階建てのデッキにより繋ぐ。 

このデッキは 1 階をピロティとし，屋内である 2 階部分が学生や教職員の教育研究活

動の主動線となる。 

2階デッキ部分は「新校舎棟」への主玄関と動線となり，南北の校舎を繋ぐと共に西側

の「ラーニングセンター」へのアプローチとなる。 

2階の動線に沿って学生課（教務と寮務）を配置し，1階部分には売店やカフェテリア

を配置する。 

⑥ 「デザインファクトリー」は将来改築する校舎棟に近い位置で，現在空いている建築

棟と電気棟の間に新築する。 

⑦ 「新校舎棟」は敷地の有効利用や省エネルギーの観点，学科のセクショナリズム廃止

の観点から，全６学科を，現噴水の位置に高層（5～6階程度）で改築する。 

⑧ 北側の校舎と新しく改築する校舎棟を南北に繋ぐ動線的役割と，学生や教職員のモビ

リティを確保するため「モビリティ棟」を設ける。「環境都市工学科棟」を「モビリテ

ィ棟」に改築する。 

⑨ 「環境都市工学科棟」の位置には「福利厚生会館」を改築する。 

⑩ 現校舎の位置には，「ラーニングセンター」を改築する。 

⑪ 現在の「ものづくりセンター」や「材料構造物疲労試験センター」は，「大規模実験・

工場棟」として「デザインファクトリー」の近くの現第 2駐車場の位置に改築する。 

 ⑫ 「校舎棟」と「ラーニングセンター」の改築により，現情報工学科棟は用途変更し，

講義室の一部とＩＣＴセキュリティ教育センター（現記念会館 625㎡分），CALL室や CAD

室等の共同利用室を配置する。 

⑬ 「屋外プール」は，現在の位置に「第 2 体育館」を合体して改築する。地域の避難拠

点として，災害時には屋上の「屋外プール」の水を利用する。 
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（４）新キャンパス軸としての安全で魅力的な歩行動線と歩行空間の確保 

① キャンパス中央部の食堂を中心に東側の校舎と西側の寮を繋ぐ幅の広い歩行動線軸を

設ける。 

駐車場と車路を北東市道側道路に集約し，完全な歩車分離を目指す。 

② 校舎内に基本的に車路が無くなるため，キャンパス南側の運動場や体育施設と校舎や

寮との移動が全て安全な歩行動線経由となる。 

 

（５）新校舎に導入する技術 

① 低炭素エコキャンパスを目指すと共に，明るく使いやすい校舎とする。 

② ラーニングセンター及び，新校舎棟は外壁外側のフィンにより，西日と朝日の日射熱

負荷を軽減するとともに，水平庇により，夏の日差しを遮る。 

③ 雨水は地下に貯蔵し，トイレや非常用水として利用。 

④ CFD 解析による外周部から中庭に抜ける自然な空気の流れを生かした自然換気システ

ムを導入する。 

⑤ クールチューブの導入により，熱負荷を軽減する。 

⑥ 新校舎屋上には太陽光パネルの設置場所を確保し，将来の一層の低炭素化に対応する。 

⑦ 建物構造は S 造＋CFT造（新研究棟は 1 階 RC造）による低コストで室配置のフレキシ

ビリティに優れ，工期が短い工法を採用する。 

⑧ 屋外プールは第 2 体育館と合体させて，地域防災拠点として災害時に屋上プールの水

を利用出来るようにする。 
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（６）改築計画を作成するにあたっての必要条件の抽出と共有化の検討 

校舎を改築するにあたって必要となる条件をキャンパスマスタープラン専門委員会メン

バーにより抽出し，共通利用化の可能性の高い室の拾い出しを行った。 

地盤階に設置しなければならない条件の実験室と，将来的に共通利用の可能性がある実

験・演習室は以下の通りである。 

① 地盤階になければならない実験室とその面積 

   ・全部で約 1,000㎡（Aと Cの実験室を共有した場合） 

      G科化学系（197㎡） 

      M科（343㎡） 

      E科（12㎡） 

      C科（407㎡内 177㎡は A科と共有化） 

      A科（190㎡，C科と共有化）  

② 共通利用の可能性がある実験室・演習室とその面積 

〇学校全体の共有化 

・パソコン室を共有化（E，I，CAD室，CALL室）100㎡×2室＝200 ㎡ ⇒ 200㎡減 

〇学科間での共有化 

・製図室を共有（M，C，A科，ただし使用する製図器具（ドラフターと平行定規）で調

整が必要） ⇒ 150㎡減 

・環境実験室（C科）と化学・物理実験室（G科）の共有化 ⇒ 75㎡減 

 

10年ほど後に全面的な校舎の建替時期を迎えるにあたり，アカデミックプランや組織の

将来計画と連携を取りながら，継続的調査により施設の状況を把握し，施設の有効利用や

改築計画に反映させることで，安全で快適な魅力あるキャンパス計画づくりを目指してい

く必要がある。 
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7-3-2 改築校舎の改築想定時期と具体的建物概要 

（１）中期的整備（達成時期 2025年～2030年）による新築計画  

１）デザインファクトリー  

   ・現建築学科棟と電気・電子システム学科棟の中庭に新築 

・Ｓ造 2階建て，【1,000㎡】，2階建て（面積純増） 

・中・長期的なキャンパス再整備の目玉として計画 

 

中期的整備による新築では，モノづくりサポート空間・地域との連携空間として，新し

い高専の教育研究の在り方を実現していくために，「デザインファクトリー」の新築を計

画する。「デザインファクトリー」は，豊田高専の将来像を形として具現化した，魅力的

な組織への変革の象徴である。 

従来のコンペティションを中心としたロボコンやデザコン等の活動をより広く捉え，学

科を超えてモノづくりが自由にできる空間として設定する。学生を中心に，企業や地域社

会とのコラボレーションによる製品開発等の場とし，豊田高専発の技術・アイデアの発信・

披露の場となる。 

「デザインファクトリー」の先行事例としては，2008年にフィンランドのアールト大学

に設置され，現在は世界中に提携大学（20 校）が存在している。日本では 2015 年に京都

工芸繊維大学に設けられ，アールト大学等の大学と提携している。 

（参考）京都工芸繊維大学のデザインファクトリー概要 

       Ｓ造 2階建て 1,330㎡ 

       工事費：2億 8570万円   

単価：21.5万円／㎡ 
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（２）長期的整備（達成時期 2030年～2055年）による改築計画 

１）建替Ⅰ期①：校舎棟改築（達成時期 2030年～2035年） 

   ・現噴水の位置に改築 

・Ｓ造＋RC造 5階建て，9,600㎡，全 6学科＋講義室の一部として使用する。 

   【校舎（9,603 ㎡）≒9,600㎡】 
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２）建替Ⅰ期②：モビリティ棟改築（達成時期 2030年～2035年） 

   ・環境都市工学科棟(1,493㎡)を現校舎棟の位置に南北の校舎を接続するように改築 

   ・Ｓ造２階建て，１階部分ピロティ，【1,000㎡】 

（建設に使用しなかった 493㎡は将来用に保留扱い） 

   ・最終的には２階に学生課を配置し，１階ピロティ部分に売店を配置する。 
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３）建替Ⅱ期①：福利厚生会館改築（達成時期 2035年～2040年） 

   ・福利厚生会館（792㎡）を現環境都市工学科棟の位置に改築 

・Ｓ造２階建て，【600㎡】（建設に使用しなかった 192㎡は将来用に保留扱い）    

・最終的には総務課を配置 
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４）建替Ⅱ期②：ラーニングセンター改築（達成時期 2035年～2040年） 

   ・現校舎棟，モビリティ棟西側の位置に改築 

   ・Ｓ造＋RC造 4階建て，3,200㎡ 

【図書館（1,611㎡）＋記念会館（625㎡）＋福利厚生会館保留分（192㎡） 

＋環境都市工学科棟保留分（493㎡）＋新講義棟改築前借り分（200㎡）=3,121㎡≒

3,200㎡】 

・図書館，ラーニングコモンズ，大ホール，大講義室，会議室 

    ラーニングセンター改築に伴い情報工学科棟（2,292㎡）は用途変更する。 

    講義室＋セキュリティセンター（記念会館分 625㎡）＋CALL教室＋CAD室に利用 
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５）建替Ⅲ期①：新講義棟改築（達成時期 2040年～2045年） 

   ・スクラップアンドビルドにより現在の位置で改築 

【691 ㎡－200 ㎡（ラーニングセンターで使用）=491㎡】 

   ・駐車場集約化第 1段階が終了し，第 2駐車場以外の駐車場を敷地周辺道路際に集約化 

駐車台数によっては校内の車両通行を取りやめ，歩車分離が可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）建替Ⅲ期②：第 1体育館改築Ⅰ期（達成時期 2040年～2045年） 

   ・第 1体育館を一部取り壊し，武道場・卓球場の位置に改築 
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７）建替Ⅲ期③：第 1体育館改築Ⅱ期（武道場，卓球場，弓道場を集約化）（達成時期

2040年～2045年） 

・第 1体育館の位置に改築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８）建替Ⅳ期①：大規模実験・工場棟改築（達成時期 2045年～2050年） 

   ・デザインファクトリーの近くに設置し，技術部組織を集結 

   ・Ｓ造平屋建て，1,100㎡ 【ものづくりセンター（795㎡）＋材料構造物疲労試験センタ

ー（339㎡）=1,134 ㎡≒1,100 ㎡】 
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９）建替Ⅳ期②：第 2体育館・プール改築（達成時期 2045年～2050年） 

   ・現プールの位置にプールを併設して改築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10）建替Ⅴ期：合宿研修所改築（達成時期 2050年～2055年） 

   ・現在の位置の北側に改築 

     ・駐車場集約化完了により，校内の完全な歩車分離が完成 
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□ 7-4 中・長期建替計画の構想図 

 

中・長期建替計画の完成予想イメージを次のとおり示す。 

■現況校舎：東側正門方向からの鳥瞰図 

 

 

■中・長期計画Ⅲ期時点の完成予想図：東側正門方向からの鳥瞰図 
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■現況校舎：東側正門方向から見た校舎 

 

 

■中・長期計画建替Ⅲ期時点の完成予想図：東側正門方向から見た新校舎 
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■中・長期計画建替Ⅲ期時点の完成予想図：モビリティ棟と学生玄関階段，左側に新校舎

棟，奥にラーニングセンター 

 

 

■中・長期計画建替Ⅲ期時点の完成予想図：左側にデザインファクトリー，右側に新校舎

棟，奥にラーニングセンター 
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■中・長期計画建替Ⅲ期時点の完成予想図： 校舎西側の学寮方向から見た新校舎 
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■中・長期計画建替Ⅲ期までの計画建物各階平面図 
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□ 7-5 サスティナブルな環境・建築計画 

 

サスティナブルな環境・建築計画について 

 

〇サスティナブルな環境のための計画 

・環境目標等に関しては施設環境整備委員会で環境目標を設定し，主に空調管理の室温

管理を徹底する。 

・学内営繕計画を審議実施し，ＬＥＤ照明への交換等サスティナブルキャンパスの形成

を推進する。 

 

〇サスティナブルな建築のための計画 

・建物の持続性を考慮した配置や形態 

校舎の北側に片廊下を設置し，南側に教室等を設置することを基本とし，西日に配

慮する。また，夏の暑さに対しては植栽や遮熱フィルム等で日照調整する。 

・導入を図る効果的なパッシブ手法 

改修時には，複層ガラスの採用，ＬＥＤ照明，人感センサーの積極的な採用及び通

風，日照の管理を盛り込んだ計画とする。 

 

〇キャンパス環境の持続的発展を図る仕組 

・上記の計画について，その実効性を担保する仕組みと体制 

施設環境整備委員会を毎月開催し，省エネの取り組み，光熱水量の使用料の確認，

学内営繕等常にＰＤＣＡサイクルを構築する。また，共同利用スペースの管理等の調

整に当たるなど常時施設の維持管理，有効利用に資する活動を実施する。 
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□ 7-6 インフラストラクチャー計画 

 

キャンパスのエネルギー消費と需要の把握に基づく計画について 

 

〇エネルギーの使用実態と将来見込み 

・施設環境整備員会で環境目標の設定を議論し実施する。また，サスティナブル形成

に向けた対応策を取り入れた改修工事等を優先的に計画し実施する。 

 

〇今後のシステム構築 

・電気についてはエネルギーセンターを設置して集約化していく計画とする。また，

２０２０年度に，井水（井戸水浄化システム）の使用範囲を拡大し，水道使用量を

軽減する計画としている。 

 

〇柔軟性を持つインフラストラクチャー計画 

・変化への対応として,これまで分散していた電気室を１カ所に集約する計画とする。 

・柔軟性の確保としては，建物間は共同溝が設置され，スペース的にも将来に対応で

きることが確認できており，一定程度は将来の対応に柔軟性があると判断されてい

るが，通信（情報）設備など，特に技術の進歩が著しい設備等については，その進

歩に併せて計画的に更新していく。 

 

〇効果的，効率的な維持管理と運用 

・エネルギーの監視と抑制について，エネルギー使用実態の的確な把握のための毎月

人海戦術でメーター確認を実施し，たとえば漏水の恐れがないか等確認する。将来

は，計量・分析システムの導入・電気・ガス・水道の計測ブロックの範囲を，建物単

位に細分化，統一化し，建物単位で，エネルギー種別･用途別・月別の消費量を把握

する仕組みを構築する。 

・使用量の見える化の仕組みと啓発のため，エネルギーマネジメントの観点から全室

にメーター設置等を視野に入れた計画を検討する。 
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□ 8-1 豊田高専の施設マネジメント体制 

 

   

□  8-2 キャンパスマスタープラン 2019作成専門委員会 

所属・職名 氏 名 備 考 

建築学科 准教授（委員長） 竹下 純治  

一般学科 准教授 加藤 健 専攻科長補佐 

機械工学科 准教授 小谷 明 教務主事補 

電気・電子システム工学科 教授 吉岡 貴芳 学科長 

情報工学科 准教授 平野 学 副 ICTセキュリティ教育センター長 

環境都市工学科 准教授 佐藤 雄哉  

総務課長 根木 忠広  

学生課長 山口 範明  

 

 

８.キャンパスマスタープラン推進体制 
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               豊田工業高等専門学校キャンパスマスタープラン２０１９ 

企画・編集：キャンパスマスタープラン２０１９作成専門委員会 

  担当：独立行政法人国立高等専門学校機構 豊田工業高等専門学校 総務課施設係 

 

 

 

 


